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真 珠の美しきを
完壁に表現したミキモト
優雅な輝きに
個性をプラスしたペンダント
ニューデザインの弓ブローチ
世界の宝石店ミキモトが
訪れる春に先がけて
その卓抜した細工技術を駆使し
作り上げた逸品です
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●冷
た
い
ガ
ラ
ス
と
放
送
設
備
に
暖
か
い
息
の
か
か
る
昼
時
、
サ

テ
ス
タ
に
群
が
る
人
は
、
音
を
眼
か
ら
聞
い
て
い
る
。

小
池
正
子
。
女
子
美
大
油
絵
科
を
卒
業
。
ト
ル
コ
の
夕
焼
け
を

印
象
的
に
心
に
抱
く
旅
行
の
経
験
を
語
る
。
父
親
の
仕
事
の
関
係

で
、
神
戸
に
よ
く
遊
び
に
来
て
、
昨
年
十
月
よ
り
、
喋
る
こ
と
が

苦
手
と
い
う
素
人
性
が
買
わ
れ
て
、
ミ
ス
・
サ
テ
ラ
イ
ト
に
。

Ｉ
絵
と
か
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
え
ず
自
分
の
持
つ
美
し
さ
を

磨
く
こ
と
に
心
を
掛
け
て
い
る
の
。
た
だ
、
ミ
ス
・
サ
テ
ラ
イ
ト

と
し
て
プ
ロ
に
な
り
き
る
こ
と
が
何
な
の
か
、
こ
れ
が
課
題
で
す
。

乱
れ
髪
を
気
に
も
止
め
ず
、
サ
ン
チ
カ
を
散
歩
し
た
。
時
間
が

あ
れ
ば
読
書
で
す
、
と
答
え
る
。
テ
ニ
ス
で
国
体
に
で
た
こ
と
も

あ
る
と
の
こ
と
。
舞
子
在
住
。
羽
才
。
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指
揮
に
、
作
編
曲
、
そ
れ
に
社
長
業
で
渉
外
担
当
。
テ
レ
ビ
の

仕
事
を
取
る
と
同
時
に
、
楽
団
の
個
性
も
伸
ば
し
た
い
し
。

神
戸
生
ま
れ
。
夙
川
在
住
で
妬
才
。
関
西
ジ
ャ
ズ
界
に
刺
激
を

与
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
だ
。

小
坂
務
。
関
西
学
院
時
代
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
を
結
成
。
東

京
で
四
年
間
、
コ
ン
ボ
を
組
ん
で
の
他
流
試
合
。
昭
和
躯
年
頃
か

ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
曲
。
大
劇
・
コ
マ
・
宝
塚
劇
場
と
場
数

を
踏
ん
で
、
一
時
は
、
朝
日
放
送
の
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
も
作
曲
。

リ
ズ
ム
が
聴
衆
を
魅
き
つ
け
る
。
小
坂
務
と
ニ
ュ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
．

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
舞
台
に
テ
レ
ビ
に
と
活
躍
し
て
い
る

幕
が
上
が
る
。
舞
台
に
広
が
っ
た
妬
名
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
醸
す

昨
年
一
月
、
ニ
ュ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
組
織
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右
よ
り
、
知
念
正
文
・
坂
本
邦
男

宝
谷
光
正
・
渡
辺
照
定
・
伊
藤
悦

子
・
谷
口
和
市
・
小
西
保
文
・
松

下
元
夫
・
前
列
大
西
敏
己

〈
本
文
刷
頁
参
照
〉

春
は
名
の
み
．
冷
い
潮
風
が
頬

に
吹
き
つ
け
る
波
止
場
。

せ
い
ぞ
ろ
い
し
た
多
士
済
々
の

メ
ン
バ
Ｉ
は
、
神
戸
二
紀
会
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ｏ

田
村
孝
之
助
画
伯
の
六
甲
洋
画

研
究
所
を
母
体
に
し
て
発
展
し
た

神
戸
二
紀
会
は
、
中
西
勝
、
鴨
居

玲
、
小
笠
原
誠
次
を
は
じ
め
神
戸

の
洋
画
家
の
中
核
を
な
す
人
々
が

生
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
メ
ン
バ

ー
は
、
そ
の
後
に
つ
づ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
個
性
的
な
作
風
を
、
個
展

や
グ
ル
ー
プ
展
、
団
体
展
で
発
表

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
確
立
し

つ
つ
あ
る
人
々
だ
。

今
春
２
月
６
日
か
ら
、
さ
ん
ち

か
広
場
で
「
春
は
絵
の
あ
る
さ
ん

ち
か
広
場
か
ら
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
神
戸
二
紀
展
が
開
か
れ
る

〃
美
術
家
は
つ
ね
に
、
作
品
を
通

じ
て
、
自
己
を
主
張
し
て
い
ま
す
〃

と
い
う
小
西
保
文
画
伯
の
言
葉
に
は

″
作
品
を
ぜ
ひ
観
て
ほ
し
い
〃
と
い

う
各
人
の
自
信
の
ほ
ど
が
う
か
が

え
る
。
春
に
さ
き
が
け
て
読
者
の

方
々
に
三
宮
散
策
の
ひ
と
と
き
に

さ
ん
ち
か
広
場
の
絵
の
あ
る
風
景

の
仲
肌
間
）
入
り
を
お
す
す
め
し
よ
う
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北欧のムードが
いっぱい､ ノ
キングダムは北欧の香りゆたかな

新しいタイプ。のお菓子です
和菓子と洋菓子のみごとな調和が
生んだコトブキのキングダム……
王候の名にふさわしい品格を
お味わいくださいませ
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地下に潜る湊川公園駐車場

と
共
に
、
公
園
の
南
側
が
ご
っ
そ
り
と

堀
ら
れ
た
。
地
下
三
階
、
収
容
台
数
約

三
百
台
と
い
う
駐
車
場
の
建
設
工
事
。

来
年
三
月
の
完
成
を
期
し
て
、
湊
川

は
都
市
公
園
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。

緑
の
憩
い
と
歓
楽
街
に
囲
ま
れ
た
湊

川
公
園
は
、
神
戸
人
の
郷
愁
だ
。

昨
年
四
月
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
響
き

神戸の名物、湊川トンネルも、幅員3 6 癖道路となる。神戸の名物、湊川トンネルも、幅員3 6 癖道路となる。 地下２階の駐車場建設現場。
込込
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優雅なきものに気品をそえる
ムラタパール

蕊誇ｊ
ｗ１“墨

蕊織灘掌‘一

ｈ

0

Ｆ

ｑ

Ｆ

ｑ

Ｆ 〆

ｆｐ

Ｌｍ
▲

有限会社・タイグレス
神戸店・神戸市生田区山本通り４－９７村田真珠本社内
東京店．東京都中央区銀座８－２山岡毛皮店内

．付

。；; $識ジ

さんちか＊レデイスタウン･ ＴＥＬ3 9 - 3 8 8 6 ～７

･ つ

ＴＥＬ（078)23-1212～６
ＴＥＬ(03)572-0021～２

ｐ画
Ｂ

２
■

刀

村田＊真珠／銀座山岡＊毛皮／舶来婦人服飾 デザイン／胡暁二子

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



一

ノ
ソ

擁〃

＝－

1１

これは神戸を愛する人々の手帳です。あなたのくらしに楽しい夢をおくる。
神戸を訪れる人々にはやさしい道しるべ、これは神戸っ子の手帳です。

鋤郷

表紙／小磯良平
１S e c o n d C o v e r ／津高和一

３神戸っ子' 6 9 ／撮影・米田定蔵
①小池正子。②小坂務

７ある集い／｢ 神戸二紀会」
９コウベ・スナップ／地下に潜る湊川駐車場

１３わたしの意見／小林芳夫
１５ヨーロッパかたつむり夫婦漫遊記

中西勝・咲子
２１随想／春信・水越松南

２３随想／神戸を語る・西脇親
２５連載随想・R o c k i n g C h a i r Ⅷ十河巌

て歩いていると救急車
ヨ

1 町

卿 Ｌ

“IHoilwW5IvO

７
／

〃

〃
●２月号目次

２９神戸酒徒横綱談義
砂野仁、朝比奈隆、安部正夫、陳舜臣

３７酒徒選考座談会
経済人／田中健一郎・角南猛夫・石野成明・

鵜殿礼栄・浜田富枝
文化人／青木重雄・竹田洋太郎・伊藤誠・春木一夫

４２４４年度酒徒番附表
４５経済ポケットジャーナル

４６神戸のアーパンデザイン／水谷願介十
神戸のモダーンリビング／チームＵＲ

４８技術ジャーナル／諸岡博熊
５１ある集い・その足あと／｢ 神戸二紀会」

５２動物園飼育日記⑳／ボスの座へのかけひき・亀井一成
５８ある日のモード＜２月＞福冨芳美

７３神戸るぼ／祥福寺に坐す
７９神戸の集いから

８０ＣＩＮＥＭＡ⑳淀川長治
８２神戸遊戯誌⑳バスケットボール③青木重雄

８６連載マンガ／プレゼント・岡田淳
８８マダム・ド・コウベ／武田洋子・竹田洋太郎

９０ヘンなページ②さんおくえん／向井修二
９５百店会だより

９６ポケットジャーナル・花時計
１００連載物語第1 7 回・非悪童物語／足立巻一
１１０連載小説／兵庫の女く3 6 回＞武田繁太郎

１１６海・船・港②アラスカ・メール号をたずねて
１２０カメラ歳時記く２月＞カメラ／緒方しげを

カメラ／米田定蔵
レイアウト・カット／港野千穂
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家具･ 室内装飾･ 工芸品家具･ 室内装飾･ 工芸品

b

永田良介商店永田良介商店
神戸市生田区三宮町三丁目・大丸前･電話神戸（3 9 )３７３７(代表）神戸市生田区三宮町三丁目・大丸前･電話神戸（3 9 )３７３７(代表）

東京店･東急百貨店蕊瀧噸0蝋珊’東京店･東急百貨店蕊瀧噸0蝋珊’
Ｑ

雷

さんちかタウン（3 9 ）４５９３
梅田新道堂ビル北( 3 6 4 ) 8 1 2 1 代表
梅田阪急前 ( 御堂筋東側）

（313）0512代表
桜′橋毎日新聞社前( 3 4 1 ) 0 4 1 2
新大阪ステーションストア
大阪ロイヤルホテルセイコーショップ

卜

、
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③

’
1３

市民同友会2 0 周年を迎えて

神戸市民運動の
中核としての場

小林芳夫
く夏昏鴎謹蕊＞

や

１
市
民
同
友
会
二
十
周
年
を
迎
え
て
の
ご
感
想
を
…
：

市
民
同
友
会
は
、
昭
和
二
十
三
年
、
新
開
地
の
一
角
で
発
足
、

戦
後
の
混
乱
期
の
中
で
、
市
民
社
会
建
設
期
に
即
応
し
た
文
化
運

動
の
中
核
と
し
て
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
昭
和
三
十
年
、
前
任
理
事
長
岡
村
丹
二
氏
の
後
を
嗣
い

だ
の
で
す
が
、
昭
和
三
十
四
年
に
兵
庫
県
文
化
賞
を
受
賞
し
た
の

が
大
き
な
思
い
出
で
す
ね
。

新
開
地
時
代
か
ら
楠
町
六
丁
目
時
代
、
神
戸
新
聞
会
館
に
間
借

り
を
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
灘
神
戸
生
協
の
山
手
セ
ン
タ
ー

へ
、
そ
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
、
や
っ
と
現
在
の
セ
ン
タ
ー
街
の

事
務
所
に
移
転
。
こ
の
相
次
ぐ
移
転
の
歴
史
は
、
市
民
同
友
会
の

経
営
の
苦
難
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

戦
前
の
縦
割
り
の
人
間
関
係
か
ら
横
の
つ
な
が
り
を
規
範
と
す

る
新
し
い
人
間
関
係
を
生
み
出
す
に
は
、
身
分
、
地
位
を
離
れ
て

裸
で
接
触
で
き
る
場
が
必
要
で
す
ね
。
市
民
同
友
会
は
、
名
実
と

も
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
場
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
、

そ
の
難
し
さ
は
、
灘
生
協
の
山
手
セ
ン
タ
ー
時
代
に
現
わ
れ
、
グ

ル
ー
プ
の
縮
少
、
出
版
活
動
に
よ
る
新
た
な
交
流
の
場
の
設
置
、

ラ
・
ノ
メ
ー
ル
の
会
発
足
な
ど
、
ま
さ
し
く
「
冬
の
時
代
」
で
し

た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
、
グ
ル
ー
プ
、
支
部
が
相
次
い

で
発
足
、
共
通
の
広
場
で
個
人
の
能
力
が
交
流
す
る
た
め
に
与
え

ら
れ
て
い
る
場
の
活
用
が
行
き
す
ぎ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
四
カ
月

間
も
「
市
民
情
報
」
に
お
い
て
紙
上
論
争
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
時

代
の
流
れ
を
背
景
に
し
て
大
き
く
動
い
て
き
て
い
ま
す
。
「
市
民

情
報
」
も
昨
年
で
五
○
○
号
、
ま
た
若
い
人
の
活
発
な
頭
脳
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
市
民
の
学
校
」
も
四
年
目
を
迎
え

て
ま
す
ま
す
自
由
の
気
風
溢
れ
る
現
状
で
す
。

ｌ
神
戸
に
育
つ
市
民
同
友
会
と
へ
地
元
神
戸
に
つ
い
て

市
民
同
友
会
の
よ
う
な
集
い
は
、
他
都
市
に
は
な
い
で
す
よ
。

イ
ギ
リ
ス
で
市
民
同
友
会
的
な
集
い
を
見
て
き
た
が
、
．
少
し
ち
が

い
ま
す
ね
。
神
戸
の
市
民
性
の
方
が
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か

確
か
に
神
戸
と
い
う
土
地
柄
が
、
文
化
人
、
経
済
人
の
枠
を
超
え

、
鍾
０

た
集
い
を
可
能
に
し
て
い
る
。
爆
発
は
神
戸
で
は
続
か
な
い
が
、
一

煉
り
は
続
ぐ
９
市
民
同
友
会
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
し
ょ
う
。
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■

■

世 界の人々に愛される
キタムラパール

北村真珠株式会社北村真珠株式会社
神戸：元町店ＴＥＬ⑬0 0 7 2神戸：元町店ＴＥＬ⑬0 0 7 2
東京：スキヤ橋店ＴＥＬ< 5 7 1 > 8 0 3 2東京：スキヤ橋店ＴＥＬ< 5 7 1 > 8 0 3 2

あなたの夢を作る
神戸眼鏡院だけの
あなたのフレーム

黛宇調哩曙

雷姦霧

⑨ 祁戸眼鏡院 1４

元町店・元町３丁目毎，1 2 1 2 代表
三宮店．さんちかタウンａ⑲1 8 7 4 ～５
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●

ス
イ
ス
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
町
は
赤
い
電
車
と
マ
ク
シ
ミ
リ

ァ
ン
一
世
ゆ
か
り
の
お
寺
に
あ
っ
た
王
様
や
姫
達
の
等
身
大
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
が
印
象
的
で
し
た
。
衣
裳
の
レ
ー
ス
や
ビ
ー
ズ
刺
繍
が

実
に
リ
ア
ル
に
、
堅
固
な
意
志
で
鋳
こ
め
ら
れ
、
き
び
し
い
自
然

に
鍛
え
ら
れ
て
い
る
人
々
の
緊
張
し
た
生
活
を
物
語
っ
て
お
り
ま

し
た
。余

人
な
ら
ば
こ
こ
か
ら
、
右
へ
ス
イ
ス
、
ま
た
は
左
へ
ウ
ィ
ー

ン
の
ア
ル
プ
ス
縦
走
を
試
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
漫
遊
と
は
い

え
、
美
術
行
脚
の
目
的
が
あ
り
ま
す
の
で
、
美
術
の
宝
庫
イ
タ
リ

夫
婦

漫
遊
記

中
西
勝
・
咲
子

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
●

か
た
つ
む
り

▲

謹鑑蕊蕊

ァ
へ
と
曇
り
空
の
山
道
を
谷
川
に
沿
っ
て
ブ
レ
ン
ネ
ル
峠
を
越
え

ま
し
た
。
こ
こ
が
国
境
で
す
。
小
柄
な
税
関
の
イ
タ
リ
ア
さ
ん
。

パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
て
「
あ
ん
た
の
ヒ
ゲ
は
ジ
ャ
ポ
ン
じ
ゃ
な
い
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
だ
」
と
雛
し
た
て
ま
す
。
「
さ
す
が
イ
タ
リ
ア
だ
ね

え
」
と
噂
に
聞
く
ラ
テ
ン
系
の
国
の
解
放
感
に
私
達
は
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。
日
暮
れ
て
雨
模
様
な
の
で
、
国
境
近
く
の
キ
ャ
ン
プ

場
に
入
り
、
新
し
く
買
っ
た
補
助
テ
ン
ト
の
張
り
方
に
苦
心
し
て

い
ま
す
と
、
ま
わ
り
の
人
々
が
寄
っ
て
き
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
人
々
は
ド
イ
ツ
人
で
、
お
よ
そ
本
国
で
は

ぐ
メ
キ
シ
コ
の
中
西
夫
妻
司
る
一
一
Ｌ
一
、
兵
い
つ
こ
・
危
ぐ
・
十
一
７
零
Ｆ
ｏ
ｒ

の
人
々
は
ド
イ
ツ
人
で
、
お
よ
そ
本
国
で
は

見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ふ
ざ
け
方
で
す
。
イ

タ
リ
ア
に
入
る
と
、
こ
う
も
気
分
が
変
わ
る

も
の
か
と
、
私
達
も
ア
ル
プ
ス
以
北
が
急
に

学
校
の
教
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

な
錯
覚
を
起
こ
し
ま
す
か
ら
勝
手
な
も
の
で

す
。
夜
半
風
雨
強
く
、
折
角
の
テ
ン
ト
は
倒

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
テ
ン
ト
位
ど
う
で

も
い
い
や
。
イ
タ
リ
ア
へ
来
れ
た
ん
だ
も
の

ナ
）サ

ァ
、
期
待
の
イ
タ
リ
ア
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
か
た
つ
む
り
号
は
ハ
イ
ウ
ェ

ー
を
嫌
っ
て
、
く
ね
く
ね
の
雨
に
濡
れ
る
細

道
を
の
ど
か
に
進
み
ま
す
。
ブ
レ
ン
ネ
ル
峠

を
境
に
車
の
走
る
方
向
に
向
き
を
変
え
た
谷

’
1５
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川
は
、
初
め
は
激
し
い
瀬
音
を
た
て
る
細
い
紐
で
す
が
、
雪
解
け

の
滝
や
小
流
を
合
わ
せ
て
、
み
る
み
る
う
ち
に
谷
幅
を
広
げ
ア
ビ

ジ
オ
川
の
流
れ
を
懐
に
入
れ
て
、
ア
デ
ッ
ジ
河
の
本
流
に
な
る
と

こ
ろ
ト
レ
ン
ト
に
至
り
ま
す
と
、
す
で
に
悠
々
た
る
大
河
の
貫
録

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
白
毛
の
小
犬
の
よ
う
に
岩
の
間

を
飛
び
は
ね
て
い
た
水
は
、
今
や
、
と
う
と
う
た
る
自
信
の
も
と

に
、
草
刈
り
の
草
を
浮
か
べ
、
川
岸
の
子
供
達
か
ら
ピ
ー
ー
ー
ル
の

赤
い
ま
り
を
う
ば
っ
て
、
ま
る
で
戦
争
に
で
も
出
か
け
る
よ
う
に

先
を
急
い
で
、
せ
わ
し
く
流
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
で
の
最
初
の
町
ト
レ
ン
ト
は
ガ
ル
ダ
湖
の
北
方
四
十

キ
ロ
あ
ま
り
の
地
点
に
あ
り
、
昔
か
ら
北
部
イ
タ
リ
ア
の
重
要
な
町

で
あ
っ
た
ら
し
く
、
巨
大
な
コ
ン
シ
グ
リ
オ
の
お
城
（
内
部
は
美

術
館
）
や
、
ド
ウ
モ
と
呼
ば
れ
る
本
寺
の
広
場
の
ま
わ
り
に
は
歴

史
を
物
語
る
建
築
物
が
、
さ
す
が
に
、
今
ま
で
見
て
き
た
ド
イ

ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
比
べ
て
隔
絶
の
偉
容
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。

早
く
も
画
家
は
目
を
瞳
っ
て
、
こ
れ
は
イ
ケ
る
″
と
武
者
ぷ
る
い

し
ま
し
た
。
幸
か
不
幸
か
、
こ
の
時
お
咲
さ
ん
は
激
し
い
下
痢
と

熱
に
お
そ
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
草
の
上
に
寝
そ
べ
っ
て
前
号
の
原
稿
に
熱
中
し
て
い
た
と
き

高
山
の
直
射
日
光
で
頭
を
や
ら
れ
た
ら
し
い
で
す
。
そ
れ
で
、
勝

さ
ん
は
朝
晩
病
人
の
た
め
に
、
お
か
ゆ
を
作
り
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
一
人
歩
い
て
町
へ
描
き
に
ゆ
き
ま
す
。
お
咲
さ
ん
は
三
日

間
犬
小
屋
の
よ
う
な
小
さ
な
テ
ン
ト
の
中
で
昏
々
と
眠
り
ま
し

た
。こ

の
キ
ャ
ン
プ
場
に
Ｕ
・
Ｒ
・
Ｓ
．
Ｓ
の
印
の
大
き
な
キ
ャ
ン

パ
ー
（
旅
行
用
車
）
が
あ
っ
て
、
こ
の
車
の
住
人
は
、
ロ
シ
ア
は

キ
エ
フ
で
生
ま
れ
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス
で
日
本
へ
こ
ら
れ
た

こ
と
の
あ
る
と
い
う
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
さ
ん
。
は
か
ら
ず
も
勝
さ
ん

と
同
い
年
で
、
一
目
で
気
の
合
っ
た
同
志
に
な
り
ま
し
た
。
お
咲

さ
ん
が
、
少
し
元
気
に
な
っ
て
、
ワ
ン
ワ
ン
等
と
い
い
な
が
ら
テ

ン
ト
か
ら
這
い
出
し
て
き
た
の
を
見
て
、
彼
は
日
本
の
着
物
を
二

枚
も
着
換
え
て
（
一
枚
は
宿
の
ネ
マ
キ
）
刀
を
さ
し
、
エ
イ
ャ
″

と
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
の
妙
技
を
入
れ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。
勝
さ
ん

も
負
け
じ
と
、
ズ
ボ
ン
の
上
に
ゆ
か
た
を
ひ
っ
か
け
て
、
二
人
で

全

ま
こ
と
に
息
の
合
っ
た
大
活
劇
。
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
さ
ん
が
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
聞
い
て
お
ぼ
え
た
と
い
う
、
フ
ナ
バ
シ
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
タ
ラ
ン
タ
ラ
ン
ラ
ン
／
と
唄
え
ば
、
勝
さ
ん

は
エ
ィ
コ
ー
ラ
ー
ェ
イ
コ
ー
ラ
ー
と
変
て
こ
な
ボ
ル
ガ
の
船

唄
で
踊
り
ま
わ
る
と
い
う
工
合
。
飛
び
出
し
て
き
た
他
の
テ
ン
ト

の
人
々
と
共
に
、
お
咲
さ
ん
は
あ
ん
ま
り
笑
い
こ
ろ
げ
た
の
で
、
す

っ
か
り
病
気
が
治
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
翌
日
は
黒
耕
の

ゆ
か
た
等
を
着
込
ん
で
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
さ
ん
が
特
別
の
好
意
で

二
人
を
招
待
し
て
く
れ
た
サ
ー
カ
ス
の
見
物
に
出
か
け
ま
し
た
。

ア
ル
プ
ス
続
き
の
山
へ
渡
さ
れ
た
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
行
き
交
う

ア
デ
リ
ッ
ジ
川
の
ほ
と
り
に
濃
紺
と
黄
の
大
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、

周
囲
に
は
五
、
六
十
台
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
近
代
的
機
械
設
備
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句

を
そ
な
え
た
移
動
車
を
連
ね
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
驚
く
べ
き
大
サ

ー
カ
ス
で
し
た
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
、
私
達
の
坐
っ
て
い
る
特
別
席
は

さ
ぞ
値
段
も
高
か
ろ
う
と
、
旅
の
身
空
で
は
、
な
か
な
か
に
こ
ん

な
好
意
は
有
難
く
身
に
泌
み
ま
す
。
力
自
慢
、
美
し
い
白
馬
の
曲

乗
り
、
象
使
い
の
美
女
に
勝
さ
ん
が
、
ホ
レ
タ
″
と
い
え
ば
お
咲

さ
ん
も
負
け
ず
に
、
ラ
イ
オ
ン
使
い
の
好
男
子
が
柔
軟
な
肌
を
見

せ
て
猛
獣
の
牙
を
見
事
に
馴
ら
し
て
い
る
の
に
感
嘆
の
声
を
発
し

ま
す
。
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
魔
術
、
ブ
ラ
ン
コ
と
い
ず
れ
も
一
流
中

の
一
流
の
妙
技
を
見
せ
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
と
お
色

気
が
色
と
光
の
中
で
と
て
も
た
の
し
い
。
圧
巻
は
ヨ
ガ
の
奇
法
。

手
足
の
関
節
を
は
ず
し
て
縄
を
な
っ
た
よ
う
な
工
合
に
体
に
か
ら

ま
せ
て
ゆ
く
の
は
、
見
て
い
て
息
が
つ
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
一
夜
は
興
奮
の
渦
の
中
で
す
ぎ
、
翌
日
は
ま
た
、
絵

L

△

を
描
い
て
い
る
と
き
に
知
り
合
っ
て
車
で
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
送
っ

て
下
さ
っ
た
若
い
お
医
者
さ
ん
ご
夫
妻
に
ド
ラ
イ
ブ
に
誘
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ア
ッ
ト
六
○
○
の
自
由
自
在
な
運
転
で
、

く
ね
く
ね
の
山
道
を
、
静
雅
な
古
い
町
、
ド
ロ
ミ
テ
ア
ル
プ
ス
の

高
い
山
が
湖
水
に
せ
ま
り
、
水
面
が
深
い
も
や
に
か
す
む
中
に
古

城
の
影
が
夢
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
私
達

は
見
物
に
い
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
夕
暮
こ
そ
、
古
き
よ
き
ョ
－
ロ

ッ
パ
の
物
語
が
幻
影
と
な
っ
て
浮
か
び
上
が
る
と
き
で
す
。
久
し

ぶ
り
に
ハ
ン
ド
ル
を
持
た
な
い
お
咲
さ
ん
の
脳
裡
は
、
う
っ
と
り

と
し
び
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
帰
途
に
、
大
き
な
酒
樽
と
落

書
で
有
名
な
穴
蔵
酒
場
で
、
地
酒
の
ブ
ド
ウ
酒
と
幾
種
類
か
の
お

い
し
い
燥
製
肉
を
ご
馳
走
に
な
り
、
ご
気
嫌
の
勝
さ
ん
は
お
二
人

の
顔
を
色
鉛
筆
で
描
い
て
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
一
カ
月
前

に
フ
ラ
ン
ス
旅
行
で
知
り
合
っ
て
結
ば
れ
た
と
い
う
ロ
マ
ン
な
新

家
庭
に
は
、
何
よ
り
の
贈
り
物
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

さ
て
、
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
の
ト
レ
ン
ト
を
出
発
し
て
、
エ
ス
カ

ル
号
多
少
道
を
急
ご
う
と
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
ロ
マ
ン

チ
ス
ト
の
カ
ッ
プ
ル
を
背
に
し
て
は
、
ど
う
も
思
う
よ
う
に
進
み

ま
せ
ん
。

山
中
の
中
世
国
の
小
さ
な
町
、
遺
蹟
の
如
く
立
派
な
石
造
り
の

家
の
二
階
に
、
香
ば
し
い
乾
し
草
が
い
っ
ぱ
い
詰
め
こ
ま
れ
、
古

い
酒
樽
が
、
家
鴨
の
住
家
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
ま

た
キ
ャ
ン
バ
ス
を
広
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
炎
天
の
中
、
コ
ウ
モ

リ
傘
を
車
の
荷
台
に
く
く
り
つ
け
て
…
。

そ
れ
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
最
大
の
湖
ガ
ル
ダ
に
至
り
、
道
を
よ
り

変
化
に
富
む
と
い
わ
れ
る
西
側
回
り
に
と
り
ま
す
と
、
早
速
、
噂

の
と
お
り
無
数
の
ト
ン
ネ
ル
。
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
続

き
ま
す
。

ま
だ
湖
北
の
リ
モ
ン
・
デ
・
ガ
ル
ダ
で
、
も
う
日
が
暮
れ
ま
し

た
。
ガ
ル
ダ
湖
は
、
コ
モ
ャ
、
マ
ジ
ョ
ー
レ
の
湖
と
共
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
有
数
の
観
光
地
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
リ
ド
は
す
で
に
、
各
国

か
ら
の
避
暑
客
、
旅
行
客
を
集
め
て
、
明
る
い
テ
ン
ト
の
大
小
、

家
ご
と
引
っ
ぱ
っ
て
き
た
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ー
等
で
賑
っ
て
お
り

ま
す
。
初
め
て
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
キ
ャ
ン
パ
ー
を
見

わ

’
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た
時
は
、
そ
の
便
利
さ
と
合
理
的
な
の
に
驚
き
、
ア
メ
リ
カ
は
金

持
だ
な
あ
と
感
嘆
し
た
も
の
で
す
が
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
き
て
み
ま

す
と
、
な
お
多
く
の
、
な
お
お
び
た
だ
し
い
幾
種
類
の
ス
マ
ー
ト

な
旅
行
用
車
を
見
て
驚
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
ョ
－
ロ
ッ
パ

の
中
流
の
人
々
は
、
キ
ャ
ン
プ
な
ん
て
乞
食
の
す
る
こ
と
だ
と
各

々
別
荘
を
持
つ
こ
と
が
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
よ
し
で
す
か

ら
や
は
り
、
永
い
間
に
、
西
欧
の
地
に
蓄
積
さ
れ
た
富
と
い
う
も

の
は
、
量
り
知
れ
な
い
な
あ
と
驚
く
ば
か
り
で
す
。

水
際
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
お
咲
さ
ん
が
食
事
の
準
備
中
、
勝
さ

ん
は
釣
糸
を
垂
れ
ま
す
。

ガ
ル
ダ
の
水
は
澄
み
切
っ
て
美
し
く
、
此
岸
も
彼
岸
も
灰
色
の

岩
肌
を
み
せ
る
高
山
が
迫
り
、
オ
リ
ー
ブ
の
銀
緑
色
と
サ
イ
プ
レ

ス
（
糸
杉
）
の
濃
い
み
ど
り
の
塔
が
、
山
裾
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

湖
上
で
は
、
朝
早
く
か
ら
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
繰
り
出
す
人
、

水
上
ス
キ
ー
の
す
ば
ら
し
い
妙
技
を
み
せ
て
く
れ
る
か
と
思
う
と

小
舟
を
漕
い
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
売
り
に
く
る
お
じ
い
さ
ん
。

（
せ
め
て
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
欲
し
い
な
あ
－
）
一
人
乗
り
の
タ
ラ
イ

型
か
ら
、
モ
ー
タ
ー
ェ
ン
ジ
ン
ン
を
つ
け
、
椅
子
や
釣
り
竿
掛
ま

で
つ
い
た
大
型
ま
で
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
も
、
ま
あ
そ
の
種
類
の
多

い
こ
と
。
夜
敷
い
て
寝
た
空
気
マ
ッ
ト
を
、
目
を
こ
す
り
な
が
ら

水
上
に
放
り
出
し
、
そ
の
上
で
ま
た
眠
っ
て
い
る
横
着
な
の
も
お

り
ま
す
。

こ
こ
を
一
日
で
さ
よ
な
ら
す
る
の
は
、
千
戴
に
悔
を
残
す
、
と

お
咲
さ
ん
は
心
残
り
だ
が
、
「
釣
れ
へ
ん
か
ら
ダ
メ
だ
よ
」
と
勝

さ
ん
。
「
も
っ
と
汚
ね
え
と
こ
ろ
の
方
が
釣
れ
る
ん
だ
よ
」
一
体

ど
っ
ち
が
カ
ン
違
い
し
て
る
ん
だ
か
。

ガ
ダ
ル
湖
畔
の
ド
ラ
イ
ブ
は
一
寸
し
た
ス
リ
ル
で
す
。
特
に
こ

の
西
岸
は
、
ド
ロ
ミ
テ
ア
ル
プ
ス
の
非
常
に
高
い
山
々
が
湖
岸
に

迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
道
路
は
か
な
り
の
高
所
で
ト
ン
ネ
ル
が
続

き
、
そ
の
数
も
一
○
○
や
二
○
○
じ
ゃ
あ
る
ま
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
天
下
の
絶
景
を
真
暗
な
ト
ン
ネ
ル
で
目
か
く
し
か
覇
と
思
う

と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
ト
ン
ネ
ル
で
は
湖
水
に
向
か

っ
て
窓
が
あ
け
ら
れ
、
多
く
は
切
れ
切
れ
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
つ
ま

り
、
え
ん
え
ん
た
る
回
廊
の
え
ん
え
ん
と
続
く
柱
の
よ
う
に
ト
ン

。

ネ
ル
が
あ
る
わ
け
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
道
は
、
も
と
よ
り
広
く
な

く
、
折
か
ら
日
曜
日
の
こ
と
で
、
大
変
な
ラ
ッ
シ
ュ
・

「
ゆ
っ
く
り
見
物
で
き
る
か
ら
い
い
ね
」
と
主
従
ま
こ
と
に
よ

く
人
間
が
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
中
に
は
、
こ
う
い
う
風
流
心
を

す
っ
か
り
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
て
、
曲
り
角
（
ト

ン
ネ
ル
内
の
）
で
も
、
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
ハ
ン
ド
ル
を
鳴
ら
し
て
追

い
越
し
て
い
き
ま
す
。
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
う
ち
、
案
の
状
、
わ
が

エ
ス
ヵ
ル
号
の
後
で
何
か
あ
っ
た
ら
し
い
。
原
因
は
い
さ
さ
か
わ

れ
に
あ
り
で
す
が
、
別
に
恥
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

「
銭
は
ら
っ
て
い
い
景
色
見
に
き
た
ん
や
さ
か
い
な
」
と
、
ま
あ

エ
ス
ヵ
ル
号
花
見
遊
山
の
足
ど
り
な
の
で
、
一
台
の
大
き
な
バ
ス

が
エ
ス
カ
ル
を
追
い
越
し
た
途
端
に
向
う
か
ら
、
同
じ
大
型
バ
ス

が
や
っ
て
き
て
、
バ
ス
同
志
、
指
一
本
の
間
隔
で
す
り
抜
け
る
。

お
咲
さ
ん
は
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
。
こ
の
わ
ず
か
な
ス
ピ
ー
ド
の
落

ち
が
気
に
食
わ
な
い
の
が
い
て
、
一
台
お
い
て
次
の
車
が
、
追
い

越
し
を
企
て
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
向
こ
う
か
ら
の
バ
ス
と
、

後
続
車
と
の
間
で
ど
う
か
な
っ
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
わ
が
エ
ス
カ
ル
号
の
後
か
ら
一
向
に
車
が
や
っ
て

き
ま
せ
ん
。
お
か
げ
で
、
の
ん
び
り
と
、
空
は
青
い
し
、
湖
水
は

広
い
等
と
浪
花
節
を
臆
り
な
が
ら
、
エ
ス
カ
ル
号
は
わ
が
世
の
春

で
す
。だ

い
た
い
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
物
語
が
近
代
文
明
へ
の
警
鐘
な

ら
、
黄
門
夫
妻
扮
す
る
ド
ン
・
マ
サ
ー
ル
、
サ
ク
チ
ョ
の
旅
も
、

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

近
頃
機
械
文
明
の
走
狗
と
な
っ
て
、
人
間
世
界
の
美
し
き
永
遠
の

●
●

平
安
を
掻
乱
す
る
奴
ら
に
、
時
に
は
こ
う
し
て
、
身
を
も
っ
て
思

い
知
ら
し
て
や
ら
な
く
ち
ゃ
あ
な
ら
な
い
、
の
で
あ
り
ま
す
。

「
い
い
気
も
ほ
ど
ほ
ど
に
腹
が
減
っ
た
」
と
Ｐ
印
に
車
を
と
め

ま
し
た
。

そ
こ
に
は
オ
リ
ー
ブ
の
樹
海
が
は
る
か
に
湖
面
ま
で
続
き
、
白

い
服
の
お
じ
い
さ
ん
が
新
鮮
な
オ
レ
ン
ジ
や
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

を
枝
葉
の
ま
ま
、
鈴
の
よ
う
に
吊
し
て
売
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
い
か
に
も
水
々
し
く
、
や
わ
ら
か
く
、
あ
た
り
の
澄
み
切
っ
た

空
気
と
解
け
合
っ
て
、
旅
の
ダ
イ
ゴ
味
″
一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
で

し
た
。
（
次
号
に
つ
づ
く
）
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3 1 - 2 1 0 6

ｌ８７０ＳｌＮＣ

ＢＥＲＬＩＮ
ＧｌＮＡＬＰＥＬＯ

堂

Ｏ－ＳＨＩＢＡＴＡ 日本販売元

神戸・元町４丁目南神戸
大阪・高麗橋２丁目大阪２

③ 柴田音: 吉洋月 店可又 も
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潅認

鐘§

カメヤのおひなさまで

楽しい桃のお節句を／

一N。

と
『
ず薯嬉詳

遼

；嬢

識
》
》
静

灘：
騒欝

鴬

鴬

今 一
幸
《
壱

七
｛年年

鍵駕篭識F 洋
少■ﾜ ー

元 町店三宮店さんちか店秀品店そごう店
3 3 - 2 3 4 0 3 2 - 1 2 2 7 3 9 - 3 4 7 4 2 3 －2 3 1 2 2 2 - 4 1 8 1 ㈹

③おもちゃのカメヤ
三宮方面でのお買物は………
さんちか店ファミリータウン⑳ 4 0 4 5
三宮店センター街大洋劇場東隣⑬ 4 9 6 9

元町方面でのお買物は………
元町店元町通３丁目山側⑬００９０
バンブウ店元町通１丁目不二家前⑲ 0 7 6 8

誹陶融聴'Ｉ，

洋菓子の
ヒロ勺 EnI

姿といい、味、色艶にフランス菓子の
優雅な華麗さをそのままお伝えします。

Ｚ

涛
風
蕊

芝
蛎
＆ 力

』

剃
同
一
日
１ ８

ｍ
榊
河
Ｆ
１

Ｑ’

1紙ｑ 函
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仏
陀
も
キ
リ
ス
ト
も
心
の
愛
を
説
き
給
へ
り
。

人
の
住
む
こ
の
自
然
は
山
河
高
低
、
野
水
縦
横
、
風
あ

り
、
雨
あ
り
、
瞬
時
息
む
こ
と
な
く
生
き
て
い
る
。
テ
ー

｜
ブ
ル
の
上
で
製
図
企
画
し
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
は
こ
と
な

る
。人

の
生
き
方
に
も
、
長
短
、
賢
愚
、
貧
富
の
差
の
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
然
も
古
今
東
西
、
人
は
一
様
に
幸
福
を
希

求
し
て
や
ま
な
い
。

営
々
日
夜
を
分
た
ず
働
き
、
財
を
積
み
、
失
う
こ
と
を

怖
れ
、
恨
み
を
の
ん
で
倒
れ
、
智
に
溺
れ
て
才
を
労
し
、

人
愛
地
位
を
得
て
失
う
て
消
え
、
武
を
頼
ん
で
隣
国
を
破

り
や
が
て
は
自
国
を
亡
ぼ
す
。
史
家
多
く
こ
れ
を
伝
え

る
。

幸
福
と
は
如
何
な
る
も
の
な
ら
ん
。

口
随
想
□

春
信

水
越
松
南

凸

〈
絵
と
文
〉

瀞蕊篭錨溺蕊
溌
鴬
，

人
は
思
考
す
る
生
物
で
あ
る
。
奈
良
斑
鳩
の
中
宮
寺
に

弥
勤
菩
薩
を
拝
し
、
こ
れ
を
想
う
。
慈
愛
に
満
ち
た
あ
の

仏
相
、
慈
眼
の
思
索
、
仏
心
は
不
壊
の
幸
福
そ
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

読
め幸

福
は
愛
の
化
身
に
あ
ら
ず
や
。

南
画
の
心
は
畢
寛
愛
な
り
。

’
2１

七

一
一
駿頓

蓄
乙

蕊

”
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一
茎
の
野
草
も
蝶
を
通
わ
せ
、
枝
蛙
は
カ
ッ
カ
ッ
と
雨

』
つ
か
り

を
呼
び
卜
な
う
。
人
も
愛
情
の
心
も
て
す
れ
ば
、
自
然
消

息
み
な
詩
画
と
な
り
、
非
情
の
心
も
て
す
れ
ば
、
す
べ
て

物
体
、
物
質
と
化
し
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
飛
走
す
る
機
械
と

な
る
。

私
が
画
道
に
志
し
て
、
物
心
つ
き
、
あ
ら
た
め
て
南
画

道
に
帰
依
し
た
動
機
を
語
ろ
う
。

京
都
市
絵
画
専
門
卒
業
後
の
一
日
、
神
戸
の
あ
る
外
国

商
社
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
某
氏
の
来
訪
を
受
け
た
。

「
自
分
は
毎
日
ビ
ジ
ネ
ス
に
追
わ
れ
、
心
を
楽
し
ま
す
余

裕
の
な
い
こ
と
が
悲
し
い
。
せ
め
て
画
を
描
い
て
も
ら
っ

て
心
の
楽
し
み
の
糧
と
し
た
い
」

画
材
は
雀
が
そ
れ
ぞ
れ
勤
労
か
ら
帰
り
、
暮
な
づ
む
竹

枝
に
安
ら
か
な
眠
り
の
宿
を
も
と
め
て
、
群
れ
集
う
て
い

る
心
の
図
を
描
い
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

…
…
心
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
／
、

私
は
率
然
と
襟
を
正
し
た
。
こ
れ
は
大
変
。
こ
の
人
は

無
雑
作
に
、
自
己
の
求
め
る
幸
せ
も
、
雀
の
幸
せ
も
、
無

縁
で
な
く
有
縁
で
あ
る
こ
と
を
希
求
し
て
お
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
か
っ
て
学
校
で
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
天
声
で
あ

り
私
の
心
耳
に
、
あ
た
か
も
青
天
の
毒
霊
が
ご
と
く
鳴
り

響
い
た
の
で
あ
る
。

真
を
求
め
、
善
を
養
い
、
美
を
称
え
る
。
形
而
上
芸
術

の
南
画
道
の
心
は
こ
れ
で
あ
る
／
人
間
性
の
愛
で
あ

る
。
天
の
心
で
も
あ
る
。

〃

’
2２

南
画
は
、
そ
の
歴
史
を
遡
れ
ば
千
余
年
の
昔
、
支
那
唐

代
の
画
人
で
あ
り
、
詩
家
で
あ
り
、
哲
人
で
あ
っ
た
王
摩

詰
を
祖
と
す
る
。
わ
が
国
室
町
時
代
の
入
宋
禅
僧
に
よ
っ

て
技
と
精
神
が
伝
え
ら
れ
た
。

八
南
画
家
Ｖ

今
、
わ
が
小
庭
の
片
隅
の
青
木
の
実
は
葉
が
く
れ
に
珊

瑚
の
よ
う
に
真
紅
に
染
ま
り
、
つ
や
つ
や
と
浅
春
の
陽
光

を
浴
び
て
輝
い
て
い
る
。
雀
が
数
羽
、
草
根
の
土
く
れ
に

あ
れ
こ
れ
餌
を
あ
さ
っ
て
い
る
。
一
羽
の
雀
が
梅
枝
に
と

ま
っ
て
い
る
。
清
く
閑
か
で
あ
る
…
…
私
の
心
…
…
…
。

羽
化
し
、
子
雀
に
隣
し
て
梅
花
に
座
し
て
い
る
。

蛤
の
笑
う
こ
え
あ
り
宵
の
雛
抱
一
上
人

画
は
人
な
り
。

春
／
険
を
と
じ
る
と
心
に
陽
春
の
裳
の
絹
ず
れ
の
音

が
き
こ
え
て
く
る
。
水
ぬ
る
む
、
桃
の
花
、
菜
穂
、
少
女

集
う
雛
祭
り
。
婿
差
…
…
艶
色
あ
り
．
…
：
。

皮
相
を
超
え
、
実
相
を
直
観
す
る
画
法
で
、
形
而
上
美

術
の
至
高
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
南
画
の
名
作
は
多
く
、

端
的
、
簡
素
で
ま
た
素
朴
で
あ
る
。
し
か
も
気
韻
生
動
し

天
地
の
生
命
を
観
る
者
に
直
流
す
る
。
欧
米
で
仰
が
れ
る

水
墨
画
と
は
こ
の
南
画
を
指
し
、
そ
の
画
心
を
捉
え
て
東

洋
の
真
の
心
を
汲
も
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
悟
り

で
あ
る
。
唯
物
主
義
的
欧
米
の
文
明
、
文
化
人
に
与
え
る

影
響
は
意
外
に
深
く
大
で
あ
る
。

即
ち
、
画
禅
一
如
こ
れ
に
あ
り
。
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戸
に
憧
れ
る
の
も
故
あ
る
か
な
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て

酒
は
灘
の
生
一
本
、
明
石
の
鯛
・
牛
肉
の
味
。
こ
ん
な
三

拍
子
揃
っ
た
都
市
は
神
戸
を
お
い
て
他
に
あ
る
ま
い
。

釣
を
何
よ
り
楽
し
ん
で
い
る
私
に
と
っ
て
神
戸
は
ま
た

と
な
い
楽
し
い
土
地
で
あ
る
。
春
は
防
波
堤
の
小
物
釣

り
。
夏
は
須
磨
沖
で
鯖
や
チ
ヌ
釣
り
が
夕
方
か
ら
い
と
も

簡
単
に
で
き
る
。
秋
は
沿
岸
い
た
る
所
で
色
々
の
釣
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

健
康
的
で
し
か
も
安
い
費
用
で
楽
し
め
る
釣
り
が
近
年

大
衆
化
し
た
の
は
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。

神
戸
に
住
む
釣
り
師
は
ま
こ
と
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
神
戸
の
よ
さ
は
自
然
環
境
の
然
ら
し
む
る

と
こ
ろ
で
他
の
都
市
の
追
随
を
許
さ
ぬ
点
で
あ
る
が
神
戸

の
よ
さ
は
こ
の
環
境
ば
か
り
で
は
な
い
。

そ
れ
は
神
戸
の
持
つ
文
化
性
と
知
性
で
あ
る
。

開
港
百
年
を
迎
え
た
神
戸
は
日
本
で
い
ち
早
く
欧
米
の

文
化
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
上
手
に
こ
な
し
て
今
日
に
い

神
戸
を
語
る

西
脇
親

え
．
津
高
和
一

合

口
随
想
□

’
2３

私
は
数
年
前
か
ら
本
籍
を
東
京
か
ら
神
戸
に
移
し
た
の

で
「
神
戸
っ
子
」
に
も
の
申
す
資
格
が
や
っ
と
で
き
た
と

思
っ
て
い
る
。

神
戸
の
生
活
は
昭
和
三
年
か
ら
約
四
十
年
、
ず
い
ぶ
ん

長
い
歳
月
で
あ
る
。
昔
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
今
の
神
戸

に
つ
い
て
私
の
感
想
を
の
べ
さ
し
て
頂
こ
う
。

人
口
百
万
を
少
々
上
回
る
神
戸
は
住
む
に
ま
こ
と
に
快

適
な
都
市
で
あ
る
。
東
京
・
大
阪
の
よ
う
に
だ
だ
っ
広
い

膨
大
な
都
市
は
な
ん
と
な
く
ま
と
ま
り
も
悪
い
。
お
互
い

に
相
知
る
機
会
も
少
な
く
案
外
寂
し
い
も
の
で
あ
る
。

長
く
神
戸
に
住
ん
で
い
る
と
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
誰
か

し
ら
知
っ
た
人
が
い
て
話
し
相
手
に
も
こ
と
欠
か
な
い
。

こ
ん
な
楽
し
い
生
活
が
味
わ
え
る
の
も
神
戸
の
も
つ
よ
さ

の
一
つ
で
あ
る
。

海
あ
り
、
山
あ
り
、
日
曜
の
散
策
に
も
思
い
立
っ
た
ら

す
ぐ
行
動
に
移
せ
る
の
も
神
戸
の
よ
さ
で
あ
る
。
月
給
取

り
で
長
く
神
戸
に
勤
務
し
た
人
々
が
停
年
後
の
生
活
を
神

蕊

＄
岬
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た
っ
た
。
住
ん
で
み
て
い
わ
ゆ
る
田
舎
臭
い
と
い
う
点
が

全
然
感
じ
ら
れ
な
い
。
開
放
的
で
非
常
に
住
み
よ
い
都
市

で
あ
る
。
ミ
ナ
ト
神
戸
と
い
う
性
格
か
ら
よ
そ
も
の
を
迎

え
て
も
至
極
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
排
他
的
で
な
い
。

こ
れ
も
近
代
都
市
と
し
て
神
戸
の
持
つ
知
性
の
一
つ
で

あ
る
。原

口
市
長
が
計
画
し
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
阪
神
高

速
道
路
公
団
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
地
下
鉄
の
神
戸
高
速
鉄
道

株
式
会
社
・
六
甲
山
の
開
発
・
三
宮
地
下
街
等
の
事
業
は

今
日
の
神
戸
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
市
長
が
長
年
に
わ
た
り
熱
心
に
提
唱
し
て
お
ら
れ

る
夢
の
か
け
橋
・
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
等
の
計
画
が
実
現

さ
れ
る
の
も
間
近
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
計
画
が
将
来
神
戸
だ
け
の
も
の
で
な
く

日
本
経
済
の
進
歩
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な

い
。そ

う
す
る
と
神
戸
人
の
将
来
に
対
す
る
責
任
は
ま
こ
と

に
重
大
な
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
責
任
を
持
っ
て
将
来
の
神
戸
を
担
う
べ
き
人
は

誰
で
あ
る
か
。

ず
ば
り
一
語
で
い
え
ば
若
い
人
々
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
す
で
に
四
十
台
の
ケ
ネ
デ
ィ
ー
氏
を
大
統

領
に
選
出
し
今
回
も
ま
た
五
十
台
の
ニ
ク
ソ
ン
氏
を
選
ん

で
い
る
。
明
治
維
新
の
大
改
革
を
敢
行
し
た
の
は
若
い
正

義
に
燃
え
た
青
年
志
士
達
で
あ
る
。

神
戸
の
将
来
を
担
う
べ
き
人
も
例
外
な
く
正
義
と
信
念

に
溢
れ
る
若
い
人
々
で
あ
る
。

私
は
そ
の
意
味
で
神
戸
の
将
来
を
青
年
会
議
所
の
若
い

人
々
に
託
し
た
い
。
青
年
会
議
所
も
設
立
後
す
で
に
十
年

▲

１
２４

１

八
神
戸
土
地
建
物
Ｋ
・
Ｋ
社
長
Ｖ Ｉ

を
経
過
し
て
い
る
。
設
立
当
初
の
お
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
軟
弱

時
代
か
ら
脱
皮
し
て
今
や
遅
し
く
成
長
し
て
い
る
。

創
立
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
若
い
人
々
が
主
唱
し
噴

水
塔
建
設
の
募
金
活
動
を
行
な
い
、
今
日
、
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
の
努
力
も
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
想
像
す

る
。
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
若
人
の
情
熱
に
敬
服
す
る
次

第
で
あ
る
。

神
戸
に
も
色
々
と
大
人
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
が

私
は
寡
聞
に
し
て
ま
だ
こ
の
種
の
も
の
が
実
現
さ
れ
た
の

を
聞
か
ぬ
。
老
人
は
色
々
と
議
論
は
す
る
が
ほ
と
ん
ど
実

行
し
な
い
。

私
は
樽
本
理
事
長
と
親
し
い
の
で
こ
れ
か
ら
の
青
年
会

議
所
は
も
っ
と
政
治
問
題
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
政
治
活

動
を
活
発
化
す
べ
き
だ
と
話
し
て
い
る
。

あ
る
政
党
は
盛
ん
に
青
少
年
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

大
学
は
全
学
連
に
手
を
焼
い
て
い
る
。

企
業
は
組
合
の
賃
上
げ
に
収
益
を
喰
わ
れ
困
っ
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
税
金
で
手
も
足
も
出
な
い
。

こ
ん
な
日
本
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
果
し
て
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
。
私
は
心
配
で
た
ま
ら
な
い
。

若
人
よ
奮
起
せ
よ
／
こ
れ
が
私
の
願
い
で
あ
る
。
今
年

の
日
本
青
年
会
議
所
の
会
頭
は
神
戸
出
身
の
牛
尾
治
朗
君

と
聞
い
て
い
る
。
彼
な
ら
ば
こ
の
大
役
も
立
派
に
こ
な
し

て
行
く
と
信
じ
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
神
戸
青
年
会
議
所
の
奮
起
を
切
望
し
ご
健
一

闘
を
祈
る
。
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れ
ん
さ
い
ず
い
そ
う
Ⅷ
刀
Ｃ
Ｏ
蚕
ョ
、
○
コ
里
『

十
河
巌
〈
随
妻
〉

去
年
の
交
通
事
故
死
の
数
は
史
上
最
高
で
、
年
間
の
負
傷
者
は

過
去
の
最
高
六
十
万
人
が
八
十
万
人
台
に
飛
躍
し
て
い
る
。

三
選
を
か
ち
得
た
佐
藤
総
理
は
、
当
選
後
初
め
て
の
挨
拶
で
、

交
通
事
故
対
策
は
最
も
緊
急
な
事
項
の
ひ
と
つ
で
、
ぜ
ひ
そ
の
対

策
を
早
急
に
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
。
そ
の
対
策

と
い
う
つ
も
り
だ
ろ
う
が
、
荒
木
国
家
公
安
委
員
が
事
故
防
止
対

策
を
発
表
し
て
い
る
が
根
本
的
と
思
わ
れ
る
対
策
は
ひ
と
つ
も
見

当
ら
な
い
。

交
通
と
よ
く
い
う
が
、
こ
れ
は
運
転
車
と
歩
行
者
の
戦
争
で
あ

る
と
い
っ
て
い
い
。

運
転
免
許
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
二
千
五
百
万
人
を
突
破
し
て

総
人
口
の
四
人
に
一
人
が
い
つ
で
も
運
転
で
き
る
体
制
に
あ
る
。

交
通
戦
争
で
運
転
者
側
を
制
圧
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
数
を
制

限
す
る
こ
と
だ
。
と
い
っ
て
一
人
に
免
許
し
て
他
に
は
免
許
し
な

い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
普
通
の
道
路

に
し
る
高
速
道
路
に
し
ろ
、
車
輔
の
こ
と
を
ま
ず
一
番
に
考
え
て

歩
け
歩
け

上
を
向
い
て
歩
い
て
い
る
と

救
急
車

歩
行
者
は
二
の
つ
ぎ
に
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

集
団
炊
事
が
進
ん
で
く
る
と
、
自
分
が
食
料
の
材
料
を
買
っ
て

き
て
、
自
分
の
好
き
な
料
理
を
選
ん
で
、
自
分
の
好
き
な
よ
う
な

味
つ
け
を
し
て
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
賛
沢
千
万
だ
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
悠
々
と
大

道
を
潤
歩
し
た
り
、
ス
テ
ッ
キ
を
握
っ
て
漫
歩
す
る
こ
と
な
ど
は

そ
れ
こ
そ
賛
沢
だ
と
い
わ
れ
る
時
代
が
来
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

も
と
も
と
人
間
は
二
本
足
の
動
物
で
、
て
く
て
く
歩
く
の
が
本

当
の
姿
で
あ
る
。
四
輪
車
の
車
に
乗
っ
て
走
る
こ
と
は
四
つ
脚
動

物
に
な
っ
て
走
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。

大
阪
梅
田
駅
前
の
ご
と
き
は
道
路
を
渡
ろ
う
と
思
う
と
高
い
陸

橋
を
上
っ
た
り
、
下
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
反

し
て
車
輔
は
大
威
張
り
で
平
地
を
堀
爽
と
と
ば
し
て
い
る
。
人
間

よ
り
も
車
輔
の
方
を
優
遇
し
、
歩
行
者
優
先
ど
こ
ろ
か
歩
行
者
虐

待
も
甚
だ
し
い
。

こ
の
傾
向
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
誰
で
も
彼
れ
で
も
て
く
て
く
歩
く

や

’
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馬
に
跨
が
っ
て
戦
地
を
馳
け
回
っ
た
。
そ
の
風
は
い
ま
で
も
変
ら

な
い
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
つ
も
り
で
会
社
の
社
長
が
自
動
車

に
乗
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
は
大
間
違
い
だ
。
会
社
経
営
者

が
部
下
掌
握
の
た
め
に
貫
禄
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
ら
な
い
と
思
っ

て
立
派
な
自
動
車
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
た
り
、
陳
頭
指
揮
を
す

る
た
め
に
は
始
終
車
を
使
っ
て
余
力
を
た
く
わ
え
、
時
に
は
走
行

中
昼
寝
を
し
て
疲
労
を
回
復
す
る
こ
と
も
絶
対
に
必
要
で
な
い
と

は
い
わ
な
い
。
し
か
し
近
代
産
業
で
、
下
土
官
や
尉
官
級
の
若
い

社
員
も
将
官
級
の
幹
部
と
い
え
で
も
精
神
活
動
の
た
め
に
つ
い
や

す
精
力
は
同
じ
こ
と
。
ま
し
て
や
老
齢
の
社
長
で
あ
れ
ば
必
要
だ

と
思
う
が
、
な
に
も
大
型
の
外
車
や
高
級
で
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
乗
る
な
ら
ば
小
型
で
ス
マ
ー
ト
な
、
機
能
的

に
も
す
ぐ
れ
た
車
を
選
ぶ
と
い
う
よ
う
な
新
し
い
趣
味
に
の
り
か

え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

い
ま
は
九
十
才
を
超
え
る
ご
老
体
だ
が
、
さ
る
新
聞
者
に
社
長

と
し
て
在
任
中
、
芦
屋
の
自
宅
か
ら
阪
神
電
車
に
乗
っ
て
梅
田
で

降
り
、
梅
田
か
ら
バ
ス
で
渡
辺
橋
の
本
社
ま
で
吊
皮
に
ぶ
ら
さ
が

っ
て
通
勤
し
た
。
し
か
も
バ
ス
の
中
で
、
乗
り
合
わ
せ
た
若
い
社

員
が
起
っ
て
席
を
譲
ろ
う
と
し
て
も
決
し
て
席
に
座
り
は
し
な
か

っ
た
。従

っ
て
同
社
の
社
員
に
は
女
や
幼
児
に
席
を
譲
る
と
も
、
乗
り

合
わ
せ
た
上
役
に
席
を
譲
っ
て
胡
麻
を
す
ろ
う
な
ど
と
す
る
も
の

が
い
な
い
と
い
っ
た
美
風
が
あ
っ
た
。
し
か
し
今
は
知
ら
な
い
。

暮
や
正
月
の
セ
ン
タ
ー
街
の
混
雑
ぶ
り
は
大
変
だ
っ
た
。
臨
時

店
舗
が
軒
を
つ
き
出
し
て
い
る
の
で
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
驚
い
た

こ
と
に
は
戦
前
通
り
い
ぜ
ん
と
し
て
左
側
通
行
で
あ
る
。
交
通
警

官
は
お
手
あ
げ
状
態
だ
。
有
馬
の
旅
館
で
消
防
署
の
忠
告
を
無
視

し
て
い
て
、
多
数
の
焼
死
者
を
だ
し
た
。
左
側
通
行
を
黙
視
す
る

よ
う
な
と
こ
ろ
が
遵
法
精
神
を
軽
ん
じ
、
合
理
主
義
精
神
を
無
視

す
る
「
い
い
か
げ
ん
な
」
心
が
け
を
つ
く
る
精
神
的
温
床
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歩
行
者
を
優
先
、
よ
り
は
優
遇
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
車
を
や

め
て
歩
く
こ
と
に
興
味
を
も
た
せ
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
だ
る

》
っ
○

’
2６

＆

の
が
嫌
に
な
っ
て
、
自
動
車
運
転
免
許
状
を
と
る
の
に
憂
身
を
や

つ
す
よ
う
に
な
る
。

歩
行
者
優
先
は
人
間
性
の
尊
重
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
。

も
し
も
ほ
ん
と
に
歩
行
者
を
優
先
し
、
人
間
性
の
尊
重
を
認
め

る
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一
に
人
間
が
も
っ
と
安
心
し
て
大
道
を
歩
け

る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

住
宅
地
区
な
ら
ば
朝
の
う
ち
の
二
、
三
時
間
と
い
う
も
の
は
、

安
心
し
て
散
歩
が
で
き
る
よ
う
に
、
散
歩
道
の
ひ
と
つ
ぐ
ら
い
つ

く
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

も
し
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
午
前
七
時
か
ら
九
時

ご
ろ
ま
で
の
二
時
間
ぐ
ら
い
は
、
特
定
の
散
歩
コ
ー
ス
を
指
定
し

て
、
車
輔
の
通
行
を
禁
止
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
最
底
の
場
合
一

方
交
通
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。

こ
う
し
て
も
っ
と
歩
く
こ
と
に
興
味
を
も
た
す
よ
う
に
つ
と
め

な
い
限
り
、
誰
も
み
な
免
許
状
を
と
り
た
が
る
の
も
無
理
は
な
い

厚
生
省
が
「
歩
け
・
歩
け
／
」
を
奨
励
し
て
み
て
も
、
九
ち
ゃ

ん
が
「
上
を
向
い
て
歩
け
」
と
歌
っ
て
も
上
を
向
い
て
歩
い
て
い

よ
う
も
の
な
ら
た
ち
ま
ち
救
急
車
だ
。

自
動
車
が
ふ
え
す
ぎ
る
な
ら
自
動
車
の
激
増
を
お
さ
え
る
よ
う

に
も
っ
と
税
金
を
高
く
す
れ
ば
い
い
。
通
勤
上
ぜ
ひ
自
動
車
が
必

要
だ
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
な
ど
一
部
会
社
で
負
担
す
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
。

趣
味
や
道
楽
で
、
自
家
用
車
が
ふ
え
て
こ
の
う
え
狭
い
道
路
を

幅
稜
さ
せ
る
こ
と
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
道
が
狭
く
て
困
っ
て
い
る
の
に
大
型
外
車
な
ど
を
運
転

す
る
も
の
が
ま
だ
あ
る
よ
う
だ
が
、
数
年
前
に
官
公
庁
で
外
車
の

使
用
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ま
た
も
や
外
車
が
ふ
え
て

き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
会
社
の
社
長
族
も
大
型
自

動
車
に
乗
り
た
が
る
。
榛
い
道
路
を
大
型
で
走
る
こ
と
は
歩
行
者

に
と
っ
て
め
い
わ
く
だ
し
、
ま
し
て
や
狭
い
道
路
に
停
車
で
も
さ

れ
た
ら
通
行
者
は
大
弱
り
で
あ
る
。

会
社
の
社
長
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
型
外
車
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

昔
の
軍
隊
で
陣
笠
は
歩
い
て
い
た
が
、
侍
大
将
と
も
な
れ
ば
名

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Lady，ｓＳｈｏｐ

公認・伊東連盟校
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服飾デザイナーヘの夢を育てる

つと“

戸塚敏衣服研究所
☆入学期
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’
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レジャー・旅行スポーツ
お土産催物の景品に

や

ハンラヲキに飲
牛クマ器
くｽ イヴラユ

Bｉ 呂二全一本入あり

、

、、

唖

ピシッとひねれば
ハイ・ノキクマ研です。
そのまま飲めます。
どこでも飲めます。
1 難の粋非クマ器の
あの味と香りが
ハンディに飲めます。
族行にスポーツに
ゼッタイです。

、、

テイ；慰安会祝賀会園遊会など
会社団体の行事Ｉ

本
直
伽
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